
平成２６年度日米硫黄島戦没者合同慰霊追悼顕彰式（概要）                                       

１．合同慰霊追悼顕彰式 

 
（硫黄島戦後）４０周年（昭和６０年） 「名誉の再会」 
         ５０周年（平成７年）  日米合同慰霊追悼顕彰式 
         ５５周年（平成１２年） 日米合同慰霊追悼顕彰式を再開                
  
           
    
            ７０周年（平成２７年） 記念式典 
 
２．日程 

 

 
 
【平成２７年３月２１日（土）】（当日の流れ） 
０８：００  羽田空港発（チャーター便） 
１０：０５  硫黄島基地着 
１１：００  日米硫黄島戦没者合同慰霊追悼顕彰式（日米再会記念碑前） 
１２：３０  天山慰霊碑前にて戦没者慰霊追悼顕彰式 
１３：３０  硫黄島内巡拝 
１６：３０  硫黄島基地発 
１８：４５  羽田空港着 

 
 
 

日本側主催者 米側主催者 合同式典 

硫黄島協会（昭和２８年発足） 
（会長：寺本鐵朗氏） 

米国硫黄島協会 
（スノーデン名誉会長，スミス会長。当時現
役。） 

（平成１３年以降は毎年開催） 



式典概要 

 
 

１ 平成２６年度開催日：３月２１日（土） 
 
２ 参列者（予定） 
（１）日本側 
  ア 退役軍人遺族（９０名） 
  イ 政府代表・関係者（調整中）：塩崎厚生労働大臣、中谷防衛大臣，中山外務副大臣 
    国会議員１０名，佐々江駐米大使，他  
  ウ 報道関係者（代表取材６名） 
  エ 政府職員 約２０名 
 
（２）米 側 
  ア 米国硫黄島協会関係者 
    スノーデン米国硫黄島協会名誉会長（海兵隊退役中将），スミス硫黄島協会会長（海兵隊退   
    役中将），退役軍人，戦没者遺族，報道関係者    
  イ 政府・軍関係者： 
    ケネディ駐日大使，メイバス海軍長官，グリナート海軍作戦部長，ダンフォード海兵隊司令 
    官，トゥーラン海兵隊太平洋司令官，ウィスラー第三海兵遠征軍司令官他    
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硫黄島（概略図） 

①海上自衛隊庁舎 

 

②日米再会記念碑 

（日米合同慰霊追悼顕彰式会場） 

 

③天山慰霊碑 

（日本側慰霊追悼顕彰式会場） 

 

④海軍硫黄島警備隊本部壕 

 

⑤北観音 

 

⑥陸軍小笠原方面兵団司令部壕 

 

⑦海軍硫黄島警備隊医務科壕 

 

⑧陸軍第145連隊本部 

 

⑨海軍大阪山15糎平射砲台 

 

⑩壕大阪山道標 

 

⑪島民平和記念墓地公園 

 

⑫南観音 

 

⑬海軍擂鉢山14糎平射砲台 

⑧ 

⑪ 

⑫ ⑬ 
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経路（イメージ版）：①→②→③→④→⑤→⑥→⑦→⑧
→⑨→⑩→⑪→②→⑫→⑬→摺鉢山→②→① 

 

 


